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ふらっとニュース       
No,67 2026 年 8月号  

  

 
毎日晴れ渡る青空の下、伸び伸びと過ごしている子どもたち。長い夏休み期間もあっ

という間にお盆休みが明け、残りわずかとなりました。夏休み明けの学校は、夏休みモ

ードから中々抜けられない方もいらっしゃるかもしれませんが、元気いっぱいで登校し

ていただきたいと思います         

ふらっとの夏休みの外出活動が、8月中旬～末にかけて予定をしております。保護者

の皆様、アンケートや持ち物等のご協力、ありがとうございます。活動の様子はインス

タグラムやふらっとニュースに掲載する予定です       

 

＊7月工作活動の様子＊ 
 

＜壁画工作＞ 

 8月の壁画は、「海の生き物たち」をイメージして作成しました！ 

魚と亀は、ペットボトルのキャップにカラフルな紙を貼り付け、それぞれ鱗と甲羅を

イメージし、並べるように貼り付けていきました。見本を見ながら、マジックで小さな

目も描いてくれました！ 

そして、タコは、足となるモールに小さなアイロンビーズを通してもらいました。ビ

ーズが強くモールに当たるとモールがカクッと折れてしまうので、子どもたちはそーっ

とビーズをモールに近付け、小さな穴に通していました。時間がかかったとしても、器

用に通すことが出来ています！ 

みんなで最後に貼り付けをする際には、カラフルな魚と亀に子どもたちもジーっと見

ていました。とても賑やかな壁画になりました    
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＜持ち帰り工作＞ 

7月の壁画でも作成したひまわりを、各自何種類か作成して持ち帰っていただきまし

た。額縁いっぱいのひまわりをイメージしました     

壁画と同様、3種類のひまわりがあります。ひも通しのひまわりは、最初は小さな穴

にひもの先端をめがけて入れるということが難しかった方も、日々繰り返し行うことで

慣れていき、穴に入れば後ろから出てくるのを理解してすぐに引っ張ることが出来てい

ました。 

花びらが輪っかのひまわりは、細長く切った紙をただ丸く、しずくのように貼り付け

るのではなく、ひとひねりして貼り付けてもらっています。職員の手、紙の動きなどを

子どもたちはよく見て真似をし、ひねって貼り付けることが出来ました。 

花びらが重なっている大きなひまわりは、花びら 1枚の下側だけにのりを塗り、両端

を斜めに折りました。斜めに折り目をつけるという感覚は少し難しかったですが、何枚

も繰り返すことで、最後の方は 1 人で斜めにする感覚を身に付け、折ることが出来てい

ました。 

子どもたちそれぞれが頑張って色々な種類のひまわりを作成して台紙に貼り付け、額

縁から飛び出してくるような、迫力のあるヒマワリの工作が完成しました！ 
 

     
 

     

ミニ情報    
 

 ひまわりの花言葉は「憧れ」「崇拝」とされており、相手に対する深い尊敬の気持ちを表すのにぴったりで、友情

や愛の象徴としてもつかわれることがあり、贈り物としても人気です。 

 ひまわりと言えば黄色が一般的ですが、実は多くの色のバリエーションがあるそうです。オレンジ、赤、茶色、

白など多彩な色合いのひまわりが存在しています     

 

＊畑の野菜＊            
 

畑で採れたじゃがいもやミニトマトをのせた手作りピザを、おやつの時間に食べまし

た     ピザは、野菜をいつも残される方もおかわりをして食べられる方が多いので、子

どもたちにも大人気だと思っています。おかわりもして、たくさん食べてくれていまし

た！ 

また、ご近所の方にも子どもたちと一緒に採れたてのミニトマトを届けに行きまし

た。いつも暖かい笑顔で出迎えてくださり、喜んでくださっています       
 

     


